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研究成果の概要（和文）：きもの着用と健康の関連を明らかにするため７つの研究を実施した。（研究１）きも
のと健康に関する意識調査（質問紙法）（研究２）帯圧の実測（研究３）室温を一定にした環境での、洋装と着
物での平均皮膚温の比較（研究４）快適と感じる室温についての着用衣類による差（研究５）ゆかたの着用方法
のちがいによる深部体温と発汗量の差（研究６）きもの着用群の健康疫学調査（研究７）きもの着用の心理的影
響　これらにより、きもの着用が身体的・心理的に健康にプラスであることを検証した。

研究成果の概要（英文）：Seven studies were conducted to clarify the relationship between kimono wear
 and health. (Study 1) Consciousness survey on kimono and health (Questionnaire method) (Study 2) 
Measurement of zonal pressure (Study 3) Comparison of average skin temperature in Western clothes 
and clothing in a room temperature constant (Study 4) Difference in the temperature of comfortable 
room temperature (Study 5) Difference in core temperature and amount of sweating (Study 6) How to 
wear Yukata (Study 6) Health epidemiological survey on kimono wear group (Study 7) Psychological 
effects of kimono wear These It was verified that kimono wearing is physically and psychologically 
positive for health.

研究分野：健康情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
きものの健康影響については、従来ほとんど科学的な研究がなされることがなかったところを、新たな領域を切
り開くとともに、きもの着用の身体的・心理的な影響を数々の研究手法を用いて広く研究した点、学術的意義が
大きいと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

着物の健康影響の研究は、1960 年以降はほとんど行われていないが、過去の古い方法での研究

ではほぼすべて、着物は健康に悪いという結論が出されていた。 

1960 年ごろは着物が普段着としては着用されなくなった時期であり、着物が毎日着用するもの

から、結婚式など特別な日に着用する特別な衣類とかわっていった時期といえよう。着用頻度が

激減し、健康影響を調べる研究もなされなくなったと思われる.。 

成人式や卒業式で着用して苦しい思いをした経験から健康には悪いというマイナスイメージを

持っている人が多い一方、日常的に着物を着用している人たちは、着物は夏涼しく冬暖かく、帯

はここちよく、背筋が伸びて動きやすいなど、きもの着用時の健康状況に関してプラスイメージ

を保有していることが多いことも事実である。 

幸いなことに、きもの着用は日本人の日常生活の中でまだ廃れていない。「ゆかた着用実習」が

一部の小中学校や大学で採用された。若い世代や海外からの旅行者を中心に、観光地等で着物を

着用することも流行している。こうした背景の中、従来ほとんど顧みられることのなかった着物

着用による身体的・心理的影響の検討をおこなうことを着想した。 

 

２．研究の目的 

着物着用による身体的・心理的影響あきらかにすること。 

 
３．研究の方法 
以下の７つの研究を実施した。 
（研究１）きものと健康に関する意識調査（質問紙法） 
（研究２）帯圧の実測 
（研究３）室温を一定にした環境での、洋装と着物での平均皮膚温の比較 
（研究４）快適と感じる室温についての着用衣類による差 
（研究５）ゆかたの着用方法のちがいによる深部体温と発汗量の差 
（研究６）きもの着用群の健康疫学調査 
（研究７）きもの着用の心理的影響 
 
４．研究成果 

以下に、実施した７つの研究成果について述べる。これらにより、きもの着用が身体的・心理的

に健康にプラスであることが示唆された。きもの着用の身体的・心理的な影響を数々の研究手法

を用いて広く研究した点、学術的意義が大きいと考える。今回の研究が糸口となり、きものと健

康というあらたな研究領域が今後発展することを願うものである。 

 

（研究１）きものと健康に関する意識調査（質問紙法） 

きものを日常的に着用している群（以下着用群（Ｎ＝２４０）と日常的に着用していない群（以

下非着用群（Ｎ＝２４５）に、きものと健康に関する意識調査を実施した。着用群では、「とて

もよい」「どちらかというとよい」をあわせると７５％であったが日常的に着用していない群（以

下非着用群Ｎ＝２４５）では「とても悪い」「どちらかというと悪い」が 46％であり、「とても良

い」は０％と回答に乖離がみられた。 



 

（研究２）帯圧の実測 

帯圧を圧シートセンサーを用いて検討した。 

着用群では、吸気時に帯揚げの紐による圧迫が最大２１ｍｍHｇにとどまり、腰骨の上と腹部中

央の帯が接する部分に帯が乗っている以外には大きな圧迫はなかった。 

非着用群では、肋骨面のほとんどすべてに強い圧迫がみられ、最大圧４７ｍｍHｇに達した。 

以上より、非着用群でしばしば聞かれる「帯が苦しい」という訴えは、主として着用方法の差か

ら来ていることが示唆され、着用群では自分でここちよい帯圧に調節しながら着用するのに対

し、非着用群では自分で帯を着用できず、他者による着用となっていることにも一因があると考

えられる結果であった。 

ここで、冒頭の「研究開始当初の背景」にて述べた過去の研究論文に触れたい。その多くにおい

て結論は帯の圧力が大きくとくに胸部圧迫が大きいことが非健康との判断につながっていた。

しかし詳細に読むと、いずれも 15 分など短時間の着用による検証であり、もっとも長く着用し

たものでも 3時間でしかなく、いずれも学生を対象とし、着つける人が別に雇用されての研究で

あった。つまり着物を着慣れない人が人に着つけてもらっての研究であり、自分で帯を着用して

いれば結論が違っていた可能性がある。 
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（研究３）室温を一定にした環境での、洋装と着物での平均皮膚温の比較 

室温を一定にした環境で、洋装と着物での平均皮膚温を比べた。平均皮膚音には７箇所の皮膚表

面の温度を調べることで全身の皮膚温の平均値を得る方法を用いた。着物での平均皮膚温は

33.01 度となり、人間がもっとも快適と感じる温度となっていた。洋装（ビジネススーツ姿）で



は 32.14 度であった。 

クロ値を用いた検討では、気温 18度で人間が快適と感じるには 2.2 クロの着衣が必要とされ、

洋装では、コート・長ズボン・靴下・厚いセーターといういで立ちとなる。執務室（事務室）環

境は室温１８℃に設定されることが多く、クロ値から見るとかなり着込まねばならないことが

示唆され、着物を着用するほうが皮膚温が高いことが示された。 

 

（研究４）自分で快適と感じる室温設定における洋装と着物着用の比較 

自分で快適と感じる室温設定における洋装と着物着用の比較では、洋服着用者が室温を 24 度か

ら 26度に設定したのに対し、きものを日常的に着用している人では 20度から 22 度と低い室温

でも快適と感じていた。 

 

（研究５）ゆかたの着用方法のちがいによる深部体温と発汗量の差に関する研究 

流量補償方式換気カプセル型ディジタル発汗計 SKN-2000 を用いた計測から、衣文（えもん）

をぬく着用方法の重要性が検証された。 

 

（研究６）着用群への質問紙調査  

無記名直接配布回収法をもちいて着物着用群への質問紙調査の結果を直近の国民栄養調査結果

と比較検討した。質問は国民栄養調査項目と同一とした。着用群では BMI は低く、治療中の疾患

は少なく、「朝食を食べる」「喫煙しない」「1 回 30 分以上の運動を週 3 日以上おこなっている」

など良い生活習慣を有する割合が高かった。 

 

（研究７）きもの着用時の心理的影響 

「積極性評価尺度」を用いたきもの着用時の心理的影響を検討した結果、きもの着用後には 35

項目中 16 問が大幅に増加していたことから、心理的影響においてもポジテイブな影響が示唆さ

れた。 
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